
新規レジメン登録の際にはプロトコールの提出が必須です
プロトコールがない場合は参考文献を提出してください

がん化学療法レジメン登録票

登録番号

登録日・更新日

削除日

出典

入力者

薬剤名：一般名
（薬剤名：商品名）

希釈液

No.1
ニラパリブトシル酸塩水和物

(ゼジューラ錠)
100mg ※1 1回/日 連日

　

記入者 吉川 佳那

確認者 大塚　伊佐夫

がん治療ワーキンググループ使用欄

施行日投与経路 投与時間

適応がん種
・卵巣癌における初回化学療法後の維持療法
・白金系抗悪性腫瘍剤感受性の再発卵巣癌における維持療法
・白金系抗悪性腫瘍剤感受性の相同組換え修復欠損を有する再発卵巣癌

2021年8月24日
2022年12月27日更新

Ov-31

レジメン名

診療科名

診療科責任者名

ニラパリブトシル酸塩水和物

産婦人科

大塚　伊佐夫

吉川 佳那

1コースの期間

保険適応外の使用

投与順に記入（抗がん剤のみ）

投与量算出式

□有　　■無

設定なし

規格

投与間隔の短縮規定

計算後の投与量上限値

計算後の投与量下限値

減量・中止基準

設定なし

300mg/回

100mg/回(※2)

副作用発現時の休薬・減量・中止基準

注1)GradeはNCI-CTCAE ver 5.0に準ずる。
注2)副作用の予防又は治療を行っても副作用が継続する場合。

※2 減量・中止する場合の投与量

その他の注意事項

前投薬
±5-HT3受容体拮抗型制吐剤 連日経口投与
必要時day1-4　6時間毎ロラゼパム0.5-2.0mg、H₂受容体拮抗薬 or プロトンポンプ阻害薬

※1 通常、成人にはニラパリブとして1日1回200mgを経口投与する。
ただし、本剤初回投与前の体重が77kg以上かつ血小板数が150,000/μL以上の成人にはニラパリブとして1日1回300mgを経口投与す
る。なお、患者の状態により適宜減量する。

・中等度以上の肝機能障害のある患者(総ビリルビン値が基準値の上限1.5倍超)
減量を考慮するとともに、患者の状態を慎重に観察し有害事象の発現に十分注意すること。血中濃度が上昇し、副作用が強くあらわれる
おそれがある。

・適正な投与患者の選択

・投与前確認事項

ゼジューラ錠100mg 添付文書第2版
ゼジューラカプセル・錠　適正使用の手引き

□IV　□DIV　□CVポート　□側管　■その他(PO）


